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河川レンジャーとしての活動と抱負 
 

たなか  みちよ 

氏名 田中 実知世  
 

活動テーマ 
「木津川のすばらしさを、より多くの人に発信したい」 

活 動 場 所 

木津川全域（笠置から三川合流まで） 

京都府相楽郡笠置町、相楽郡和束町、木津川市、相楽郡精華町、綴喜郡井手町、京

田辺市、城陽市、八幡市、久世郡久御山町 

 

活 動 内 容 

大好きな木津川だから、より多くの人に、来て知って好きになってほしいと思って

います。具体的な活動内容は以下のとおりです。 

1．木津川の生態系ピラミッドをえがこう 「川の自然観察会」 

2．川で命を守るのは自分 「親子水辺の安全講習会」 

3．木津川はどこからくるの？どんな町を流れてくるの？ 

  「木津川上流域との交流」 

4．川にあるあの建物は何するもの？「川の構造物見学会」 

5．川にゴミを捨てないで！「清掃活動とゴミ問題啓発活動」 

6．地元の方に聞いてみよう 「身近な歴史の発掘」 

これらの活動を通して、木津川の川環境を守る気運を広め、木津川のすばらしさを

より多くの人に発信していきたいです。 

 

抱 負 

・ 幼少時は伏見区の宇治川と山科川の合流を見下ろす山の上で育つ。学校教育では

「川は危険」でしたが、毎日川の流れを見て癒される子供でした。 

・高校時代に城陽市に引っ越し、木津川沿川の住民に。 

・ 結婚後、奈良県最北部の平城ニュータウンへ。しかし南山城地域への地元愛着意

識は変わらず、NPO法人やましろ里山の会に入会し、家族で活動に参加する。そ

の中で木津川の川環境の豊かさを再認識し、木津川の魅力をより多くの人に知っ

てもらいたいと思う。 

・主人の田中秀行が河川レンジャーとなり、家族として活動をサポートしてきまし 

た。その中で気付いたのが、河川レンジャー活動の社会性の高さです。 

このたび主人は継続できなくなりましたが、家族としても、私自身としても大 

きく成長させていただいた河川レンジャー活動に、感謝の心で微力ながら貢献 

させていただきたいと思い申請させていただきます。 

 

 

 

                           



河川レンジャーとしての活動と抱負 
 

やまだ のぶひと 

氏名 山田 信人  
 

活動テーマ 

 

水質調査やその指導の経験を生かした河川レンジャー活動 

 

活 動 場 所 

これまでの経験から、木津川とその支流を対象とした活動を考えていますが、エリ

アを越えた取り組みも可能性があると考えています。 

（八幡市・宇治市・城陽市・久御山町・京田辺市・木津市・和束町・笠置町・南山城

村） 

活 動 内 容 

① 従来取り組まれている川遊び・魚採り企画を水質調査体験を合わせた活動とする

ことで、川に親しむだけでなく汚れにも注目してもらい、水環境保全活動に繋がる

活動を展開する。やり方としては、他の河川レンジャーに協力もしくは共同でする

企画としたい。 

② 地域組織や住民の方々と一緒に地域河川の水質調査を取り組み、その結果を地域

に返す。これを継続することで、地域の方々に地域の河川を自分たちで守るという

意識を育てて頂けたらと思います。又そうした活動の発展に繋げていきたい。 

③ 小学校・中学校の総合学習や環境学習の援助をする活動。特に、地元の宝である

木津川の自然を如何に生かせるかを提案していきたい。 

④ ①～③の活動で蓄積したデータの発信、及び他地域・他府県の河川データの交流・

連携による活動。 

⑤ その他・・・河川の清掃・水防体験活動を地域組織や他の河川レンジャーと共同

して一斉に取り組む。 

 

抱 負 

アピールポイントと言えるかどうか分かりませんが、河川レンジャーの取り組み内

容として、水質調査活動を軸にした活動は少ないのではないでしょうか。特に活動エ

リアの木津川は、淀川を形成する 3川の中で残念ながら水質汚染が今も進行している

川です。京都府立木津高等学校化学クラブの幕間として、14年間にわたり「木津川と

その支流の水質汚染について」調査や研究の指導をしてきたこと、又その中で地域と

結んだ活動を大きく発展させてきた体験を生かして、河川レンジャー活動を取り組ん

でみたいと考えています。 

 

                           


